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内容重視の漢字指導の試み

武蔵 祐子

【キー ワー ド】

内容重視の漢字指導 ・JSL児 童に対す る 日本語支援 ・漢字存在感覚 ・自由放出法

0は じめに

あるとき音楽 の話 を していた ときに、Aがr薬 」 とい う漢字を突然 書いたこ とが

あった。 これは音楽のr楽 」 の字か らr薬 」 とい う字 を連想 したのだが 、読み も意 味

も理解 していなか った。 日本語を母語 とす る児童に対 しては、「くす り」と言 う読み を

与 えれ ば、r薬 」 とい う漢字にrく す り」 とい う読み、そ して意味が簡単に結び付 く。

それは、もともとrく す り」 とい うことばを知 っていて、 そのことばに漢字 を当ては

めることができるか らである。 しか し、JSL児 童 にとってはそ うはいかない。漢 字の

形 も読み も意味 も全 てを学ばなければな らず、その どれ か一つ を知っているだけでは

漢字で書かれた ものを読んだ り、漢字 を使って文 を作った りす るのは難 しい。

少な くとも、Aは 漢字 の形を認識す ることはで きてお り、 目本語の産出は少ないま

で も、語彙 が増 え、 日常的な 日本語 は理解 できるよ うになってきてい るので、その こ

とばの基礎をもとに どの ように ことばを豊かに してい くかを考える時期 に来てい ると

感 じる。 本稿 では、 ことばを豊かに してい く日本語支援 と して、学習す る内容 に焦点

をあて なが ら、語彙指導 と漢字指導を並行 して進 めてい く 「内容重視 の漢字指導」の

実践 を検討 したい。

1Aに 対す る日本語支援の経過

1-1日 本語支援 を始 めた経緯

Aは タガログ語を母語 とす るJSL児 童で、2003年4月 に来 日した(当 時2年 生)。4

月に学校が始まってか ら7月 までは有償の 日本語指導員が適応指導お よぴ 目本語指導

をお こなっていた。 しか しそ の後 も目本語の指導 が必要 だと学級担任 が判断 し、ボ ラ

ンテ ィアの派遣要請がな され、筆者が2003年9月 か ら日本語支援 を行 うこととなった。

1-22003年 度の 日本語支援 について

2003年 度 のAの 目本語支援 では、沈黙期か ら一語文、二語文段 階におけ る基本的 な

語彙指導 を中心に した前期 と、文単位 のま とまった発話 ができるよ うになってか らの

後期 の指導 とに分 けることが できる。 ここでは、後期の指導 にっいて特に述べたい。

後 期の指導では、少 しずつ 文単位で発話 ができるよ うにな り、対話を しなが らこと
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ばを引 き出 した りことばを補った りす ることで、文単位で書 くことがで きるよ うにな

ってきた。 そこで、在籍学級での教科学習 に参加 するために欠 くこ とのできない漢字

学習を 日本語支援の場で取 り入れ ることに した。在籍学級での漢字指導は一斉 に行わ

れ、漢字 ドリル を使 った宿題 が毎 回出されて いた。 そのた め、Aは 漢字の形 の認識や

書 き順 な どの基本的な部分は理解 していた。そ こで、Aが 書いた り話 した りできる範

囲の 目本語で、その中で漢字 にできる部分を探す とい う活動か らは じめた。っま り、

漢字のr義(意 味)」 とr音 」がわかってい ることばに漢字のr形 」を与えよ うとい う

ものだ った。 その方法 として、 自分が書いた文をもとに、その中に 「書けな くてもい

いか ら漢字があるもの、または、知 らない けれ ど漢字があるか もしれ ない と思 うもの」

に線 を引き、その部 分 を一緒に漢字 に直 してい くとい う方法 をとった。 これ は海保

(1983)で 扱 われてい るr漢 字存在感覚」 を意識 した取 り組みである。

「漢字存在感覚ゴ とは文字通 り書けても書けな くて も漢字が存在す るだろ うと感 じ

る感覚 で、 日本語 を母語 とす るものが、 日本語を使 って生活 し、学習す る過程で身 に

着 けて いく感 覚である。海保(1983)に よるとrい ずれの学年に もこの感覚は存在 し、

実際 に書 くことのできる漢字数 に依存 してい る」 とい うことだ。 日本 語を母語 とす る

ものが この感覚を有 しているな らば、JSL児 童が漢字 を学習す る過程で も身 に着けて

い く感覚である と筆者は考 え、このことを意識 するこ とは、漢字仮名 混 じり文の中で、

漢字の担 ってい る役割 に気づ いた り、新 しい漢字を覚 える動機付 けと して利用できる

のではないか と考 えた。実際に、この方法 を用いたこ とで、Aは 自分が知ってい る日

本語の中にも漢字で書ける部分があるとい うことに気づ き、それ はAが 日本語 を学習

する上 で大きな自信につなが ったよ うだ。 また、知っていることばの漢字を探す姿勢

が見 られるよ うにな り、漢字学習において もよい動機付 けになった。

しか し、 この方法は、Aが 持 っている語彙や 日本語の力 を利用 した漢宇学習の取 り

組み と しては評価で きても、Aの 日本語の語彙や概念 を広 げ、 ことばを豊かに してい

くた めの 日本語支援 としては機能 してい ない。そ こで、漢字指導 とことばを豊かに し

てい くための 日本語支援を考 えるため、以下の章では 、まず、漢字が どのよ うに記億

され ているのか、 どのよ うに記憶す ることで効果的 に思い出す こ とができるのかにつ

いて探 る。そ して、それを踏 まえ、効果 的な漢字 の記憶の仕方お よび、語彙や概 念を

広 げ、こ とばを豊かに してい くための 日本語支援 につ いて探 り、その一つの試みであ

る内容重視の漢字指導の実践 を検討 したい。

2漢 字はどのように記憶されているのか

日本語を母語としないものに対する漢字指教育については様々な報告が されている。

近年では、認知心理学的アプローチによる研究が盛んである。その中には自由放出法

を用いた漢字の記憶に関する研究がある。自由放出法を用いた日本語学習者の漢字の
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記億に関する研究(伊 藤他:1999加 納他:1989高 木=1993片 野:2004〉 の多 く

は非漢宇圏の 日本語学習者に対 してな され た もので、そ の方法は、一定時間内 に漢字

をで きるだけ多 く書 き出 させ るとい うものである。 そ して、書き出 された漢字 をも と

に、漢字 と漢字 の間の関係を分析す ることで どの ように漢字が記憶 されてい るのか を

探 る。 これ らの研 究か ら、初級の 日本語学習者 は漢宇 を連想す る際に意味的な手が か

りよ りも形態的な手がか りを多 く用いてい ること、上級 の学習者や 日本人で は、形 態

的な手 がか りよ りも意味的な手がか りを多 く用 いている ことが明 らかになった。

この調査結果に対する考察 として伊藤他(1999)は 初級の 目本語学習者 は概 念 と語

彙の結びつきが十分 に確 立していないため、意味的検索は、漢字σ)語彙一概念 経路間

に第一言語が介在す るために非効率にな り、上級の 目本語学習者で は日本語 の漢字 と

概念の結びつ きが確立 されているため、 目本 人同様、意味の連想 に沿った漢字 の検索

が多 くお こなわれ たのだろ うと述 べている。

これ らは成 人の非漢字圏の 日本語学習者 に対する調 査であるため、年少者で は どの

よ うな傾向があ るのかは明 らかではないが、第一言語においても語彙や概念 を獲得途

上で あるJSL児 童 では形 態的な手がか りが多 く用い られ る と予想 され る。 実際、筆者

がAに 対 して 自由放出法 を用 いてその漢字 の連想 を観 察 した結果、形態的 な手 がか り

をもとに した連想 を多 くしてい ることが伺 えた(資 料1)。 ただ し、目本語母語児童 が

どのよ うに漢字 を連想す るのか といった調 査がないため、Aの 特徴を 日本語学習初期

の漢字記憶連想 の特徴 としてみることがで きるのか、それ とも、認知発達 の過程に あ

る年少者 としての特徴 としてみることがで きるのか判 断できない。

これ ら自由放出法を用 いた研究か ら、 日本語学習者 が漢字 を思い出す際 に どのよ う

な手がか りを もとに漢字 を連想 しているのかが明 らかにな り、意味的な手 がか りが漢

字の記憶 に有効 に働いている様子が伺 えた。 しか し、一番肝 心な、どの よ うに漢字 を

記憶す ることが効果的で効率的な記憶方法であるのか とい う問題はほ とん ど議論 され

ていない。そ こで、次章では効果的で効率的な記憶 に関す る調査 を取 り上げたい。

3効 果的で効率的な記憶とは

小林(19981p,96)はEyse・ckに よる記億 のプロセスは符 号化→貯蔵→検索 とい う連

続 した3っ の処理過程であるとい う近年の理 論をもとに、効果的な記憶 にっいて以下

のよ うに述べ てい る。

効果的 に記憶をするためには、学習時に、概念的 ・意 味的 なr深 い処理」 を

行 い、その知識 を実際に使 うとき と同 じよ うな手がか りで検索 をする ことが必 要

となるのであ る。

漢字学 習に置 きかえて考 える と、新 しい漢字の知識 を記憶 し・その知識 を効

果的に利用す るためには、記億時に 「形」「音」の知覚 レベルだけでな く概念的 ・
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意味的なr深 い処理」を行 うこと、使用場面で漢字の知識を検 索す ることを容易

にす るよ うな手がか りのも とに知識の検索の道筋をつ けることが重要 になる。

学習 時に概念 的 ・意味的なr深 い処理」を行 った漢字指導の研究 に徳弘(2003)が

ある。徳 弘は相互結合型ネ ッ トワー クのアイデアを基 に した連想法による実験 を行 っ

た。 これ は 日本語学習者が既 に心内に持ってい る意味概念 の表象 と目本語 とをつな ぐ

方法 としてニュー ラルネッ トワー クの相互結合型ネ ッ トワークを利用 しよ うとい う試

みである。 その具体的な例 えと して以下を引用 したい。

例 えばr山 」か らイ メージを広げた時 に、 日本語学習者の場合、 日本語 とは

違 ってイメー ジがす ぐに言葉 とはつなが らないであろ う。 しか し、イメー ジ自体

は活性化 され た状態になってい る。その ときに、そのイ メージに 日本語を うまく

当てはめていければ、語彙連結 だけではなく概念連結が起 こ り、言葉だけで覚え

るよ りも、深い記億へのつなが りができると考え られる。相互連結 とい うアイデ

ア は、言葉 をネ ッ トワー クで広 くっなげると同時に、深 く内部表象へ とつ なぐの

にも役立つ ものである。このネ ッ トワークを使 った学習は、漢字 を含む語の習得

と記億 と再生 に効果的に働 くことが予想 され る。(徳 弘:20031p.155)

徳 弘は この実験結果を 「個人差はあるが全体 としては学 習者が この相互結合型ネ ッ

トワー クを基 に した連想法の実験 によ り、各 自の 日本語の語彙お よび漢字 を増や し、

日本語 の語彙 を 自分のネ ッ トワー クで定着 させていることがわか る。 このことか ら概

念 のネ ッ トワー クが語彙習得に有効 に働 いて いる」 と結論づ けている。

この 実験結果は大変興味深いが 、r学習者が大人であれば既 に意味 ・概念の記憶は頭

の中に持 ってい る」 と徳弘が述べているよ うに、成人の 日本語学習者 に とっては有効

な方法 である と考 えられるが、それをそのまま年少者に当てはめることはできない。

JSL児 童 生徒 に概念的 ・意味的 「深い処理」 を行 う指導 として、ことばの概念や意味

の理解 を学習の 中心にすえた内容重視の 日本語教育を応用するこ とが有効ではないか

と考える、

4.内 容重視 の 日本語教育

内容重視 とはrこ とばを使って何 をす るか」 に重点をおいた言語教育の方法で、言

語 と言語以外(内 容)の 学習を相互交流 させ ることに より統合的学習 を成立 させ るも

ので あ り(岡 崎11994)、 意味のあ る文脈 での 自然 なコ ミュニケーシ ョンを通 して こそ、

意味の伝達や理 解のための コミュニケー シ ョンカが育成 され るとい う言語習得観に基

づいて提起 され た言語教育方法論である(齋 藤11999)。

池上や齋藤 がJSL児 童生徒 に行 った内容重視のアプ ロー チに よる実践は、「日本語 と
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教科の統合教育」 は教 える内容 にr教 科」 を据えたもので(池 上:1999齋 藤1998・

1999な ど)、このアプ ローチヘの期待 として、齋藤 は以 下の三つの利点 をあげてい る.

r第一に、教科内容 を導入す ることによ り目本語 の学習が実質的な意味 を持つ活動 と

な りモチベー ションが高 まる。第二に、教科の授 業は 自然 な文脈 にお けるコ ミュニ ケ

ーシ ョンの場 となる
。第三に、認知 的社会的発達 段階に応 じた内容 を学習す るこ とを

通 して認知面、学力面 を支える 日本語 が養成で きる(齋 藤=1999p.72)」 。

年少者の 日本語教育 における内容重視の この よ うなアプ ローチは、3章 の効果的 な

記億 にお ける、学習時 の概念的 ・意味的な 「深い処理」を行 うプ ロセス と重な る部分

が多い と考え られ る。 しか し、3章 で触れた ものは、既に もっている概念 知識 とこ と

ばを結びっけ ることで 、概念的 ・意味的なr深 い処理」 を行 ったが、年少者の内容 重

視 のアプ ローチでは、 さまざまな概念 を形成す る過程 を、 日本語を用いなが ら行 うた

め、概念の獲得 とことばの獲得 を同時に行 うとい う負担の大 きい活動 となる。その上 、

ことばの獲得 と同時に漢字を導入す ることは さらに言語負担 を増す こ とが予想 され る。

しか し、反対に、概念 の獲得が行われ る過程では概念 スキーマが活性化 されてい る と

も言 え、 この状態 は効果的な記憶 をす るために大いに利用す ることがで きるとも考 え

られ るのではないか。

そ こで 、内容重視 のアプローチ を用い、概念や 意味の獲得 、ことばの獲得 を 目指 し

なが ら漢字を導入す るr内 容重視の漢 字指導∫を実践 した。

5内 容重視の漢字指導実践の試み

5-1内 容重視 の漢字指導実践の概要

支援回数:6月2目 ～7月7目 の計6回(1回2～3時 間)

支援形態 二取 り出 し指導による個人授業

指導 内容(テ ーマ):植 物の成長 ・水の循環 ・体の しくみ

授業構成:1っ のテーマを4～5時 間(2週 間か ら4週 間)か けて学習す る。

以下の項では、植物の成長の最後の3時 問にっいて特 に報告 したい。

5-1-1テ ーマの選択につい て

植物の成長:在 籍学級 の理科の授業でホ ウセ ンカ とオ クラを育て、授業 で観察 目記 を

っ けていたた め、その延長 として授業 を展開 させ ることがで きると考えたため。

5-2授 業 の展開

植物の成長:在 籍学級の理科の授 業で行 う、ホ ウセ ンカ とオクラの観察 日記 を一緒に

書 くことか ら始 めた。Aが 描いた絵 をもとに、植物 の各部分の名称 を確認 し、それ を

漢字で どのよ うに表記するのかを確認 した。 その後、ホ ウセ ンカとオ クラについて、

葉や くきな どの色、形、手触 りについて話合い観察記録をつ けた。その後の授業 では、

ホ ウセ ンカや オクラが木 とは どの ように違 うのか、 どの点は共通 してい るのか を話 し
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合 い、前回 までの授業での既習の語彙、漢字の確認 と新出の語彙、漢字 を確認 し、絵

とこ とば(漢 字で書 けるものは漢字)で まとめた。 また、植物の各部分が どの よ うな

働 きを してい るのかについて話 し合った。根の働 き として、水 を吸収す るこ とを確認

した際、Aが 「うみ、あめで、 ここ 甲■」 と、水が どこか ら来たのかを説明 して くれ

た。 同時進行で学習 していた水の循環 とい うテーマに植物 の成長 がっ なが っているこ

とに気がついた ようであった.そ のため、それ以降の授業では、水 の循環 と植 物の成

長 を合わせ 、一っの授業 として展開 した。

植物 の成 長 と水の循環:二 つのテーマが合わ さった後 『森 をそだてる漁師の話 』 とい

う読み物(リ ライ トしたもの ・資料2)を 導入 した。 この話は、山の木を切 ったため

に土が川をつたって海に流れ込み、海 が汚れ、魚が取れなくな った漁師た ちが木を植

えもとのきれ いな海 に戻 した とい うもので、植物の成 長 と水の循 環 とい うテーマを含

む読み物であ る。その後、内容 と語彙 、漢字を確認 し、翌週に内容の確認のための小

テス トを行 い、両テーマを終 了 した。

6実 践の分析

6-1概 念 ・語彙の広が りと定着

本 実践で、Aの 概念が着実に広がって きた と実感 した点は、植物の成長 に関する授

業の中で、根 が水 を吸収す るとい うことか ら、同時並行で行っていた水の循環 に関す

る授 業の水 と植物がつながっている ことに 自ら気づいた点である。Aは この授 業で、

植物 の成長に とって水が欠かせない ことを知った。そ して続 く 『森 をそだて る漁師の

話』 を読んだ ことで、植物の成長に水 は欠かせ ないが、きれいな水 を保っためには、

植物 、木が欠 かせ ない ことを知った。木、森、水、海 な ど繰 り返 し同 じこ とばを使い

なが らも、植物 か ら見た水、水か ら見た植物 とさま ざま角度か らと学習 した ことで、

ことば 自体の定着、概念の広が りを促進す ることができた。それ は、これ らの授業か

ら魚 の暮 ら しに興味 をもった り、海 の水がなぜ しょっぱいのかに疑問を抱 くな どの姿

か らも うかがえる。

また、内容 理解 のための小テス トでは、本文か ら答 えを抜 き出す のではな く、問い

に対 し、 自分が本文 を読んで学んだ知識 をもとに 自分のことばで解答す るな ど、着実

に概 念 と語彙 が定着 している といえる(資 料3:小 テス ト)。

6-2概 念 ・語彙 の広が りと漢字の定着

本実践の 中で繰 り返 し同 じことば(仮 名であれ漢字であれ)を 書いた り、書かれた

ものの中で 目にす る うちに、音 と概念が漢字 と結びついて きたのが伺 える。『森 をそだ

てる漁師の話』の音読では、r林 」をrも り」、r草 」をrは 」、r士 」 をrじ めん」 と読

み 間違 えた ことがあったが、それぞれ概念的に近 いもので、漢字 と概念が結びっ きっ

っ あるため だといえる。
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『森 をそだて る漁師の話』の中で、漁師 とは どの よ うな職業であ るかにっいて考え

た際、r漁 」に含まれ るr魚 」の漢字 を手 がか りに考 えた り、r木 かげ」 について も、

r木」 とrか げ」を分 けたことで、木のかげで あるこ とに気づ くな ど、知 らない こと

ばにっいても、既 知の知識や漢字を利用 した り、話の文脈 を利用する様子が見 られ た。

7考 察

本実践 は、あるテーマ を定めて授 業を展開す るが、同 じ内容 を繰 り返 し繰 り返 し教

えるのではな く、同 じテーマの中で、少 しずつ角度 を変 えなが ら既習の語彙や 内容 は

重複 しなが らも概念的 には常に新 しい部分を取 り入 れ、展開 させた。

この ことによ り、同 じことばが何 度も繰 り返 し使われ る中で ことば 自体が馴染 みの

あ るものになったよ うだ。そ して、繰 り返 し使われ ることば 自体は、使 われ る文脈や

概念には常に新 しい部分があ り、Aは 新 しい概念 や ことばを既に 自分が知 ってい る概

念やこ とばを利用 して理解す ることができた よ うに伺 える。

また、 自分が既 に しっていることばで新 しい概 念 を学習できることは、Aの 知 的好

奇心も満足 させる ことができた よ うだ。海の水はなぜ しょっぱいのか、魚 はなぜ木陰

にあっまるのか とい うこ とを質問す るなど、Aに は もっ と知 りたい とい う欲求が どん

どん生まれて きていた。認知発達の途上 にあ る児童生徒に とって、知的好奇心 を満 た

す とい うことは重要なことであろ う。

Aは 、内容重視の漢字指導実践 を行 う前は、教科書の読み物な ど、文章を読む のを

嫌がった り、文章を読 んでいる途中で集 中力がな くなった りす る様子がみ られた。そ

の理由は、その読み物 に知 らない ことばや漢字が多すぎ、思 うよ うに読み進 めるこ と

ができなかった り、字 面を追ってい るだけで内容の理解 まで及ばなか った りした ため

だ と考 えられ る。今回の実践で、あるテーマ を定 め、そ こか ら概念を広げなが らこ と

ばを導入す る とい う形 を とったことで、新 しく学んだ ことば と既に知っているこ とば

にっなが りがで き、そのため既 にあった概念 と新た に学んだ概念 もっなが り、そ こに

自然に ことば と漢字が入 っていたよ うに感 じる。漢字の読みに関 して は、読みが わか

らない漢字があった ときに、内容 の前後関係 か らどんなことばが入 るのか、既習 の知

識 か ら推測す る様子 については、先にr漁 」やr木 か げ」の例を示 した とお りで ある。

これ らの ことか ら、 内容重視のアプローチの漢字 の指導への応用の可能性を示す こ.と

ができたのではないか と考える。

8お わ りに

この内容重視の実践で一番初 めに取 り上げ たテーマは、理科の教科 と関連 した植物

の成長 であった。 これ は、授業の観察 目記を毎回 白紙 で出 している ことを知 り、Aに

とって身近で必要に迫 られてい るテーマか ら始め よ うと思いか ら始 めたことだった。
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この実践 のなかでAが 筆者 と一緒に観察 日記を書 いたのは一度だけであったが、担任

教員 の話 によると次の週、は じめて一人で観察 目記 を書いて提 出 した とのことだった。

『森 をそだてる漁師の話』の小テ ス トを行 った際に、本文か ら抜 き出す形 で答 えるの

ではな く、Aが 自分の ことばで答 えを書 こ うとい う姿勢が見 られた こ とか らも、内容

重視 のアプ ローチで得た概念や ことばはその場だけのものではなく、指導者か ら離れ

た ときに既 習の概念 を応用 してい く力もつけるのではないか と考 える。

これか ら実践 を重ね るなかで、内容重視のアプローチの漢字指導 と語彙や概念 の広

が りと定着、そ して漢字の習得の成果 を、具体例 を示 し明 らかに してい く必要がある

だ ろ う。

(ムサシ ユ ウコ ・修士課程2年)
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資料1:自 由放出法を用いた漢字の記述
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